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康
人
を
対
象
と
し
た
初

め
て
の
治
験
が
、
昨
年

１１
〜
１２
月
、
未
来
医
療

開
発
部
未
来
医
療
セ
ン

タ
ー
内
の
第
Ⅰ
相
試
験

施
設
に
お
い
て
、
５
人

の
男
性
に
対
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
人
ず
つ
１
泊
２
日

で
、
１
日
目
に
候
補
物

質
を
投
与
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
査
や
血
液
検
査
を
行

い
、
翌
日
に
は
退
院
と

い
う
日
程
で
、
医
師
と

看
護
師
が
２４
時
間
体
制

で
見
守
り
、
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
も
し
も
体

調
が
急
変
し
た
際
に
は

適
切
な
対
応
が
行
え
る

よ
う
、
担
当
医
師
は
事

　

本
院
で
は
、
こ
の
ほ

ど
高
性
能
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（
陽

電
子
放
射
断
層
撮
影
装

置
）
を
使
っ
た
新
薬
開

発
の
最
も
初
期
段
階
の

臨
床
試
験
で
あ
る
Ｐ
Ｅ

Ｔ

－

マ
イ
ク
ロ
ド
ー
ズ

臨
床
試
験
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ

－

Ｍ
Ｄ
治
験
）
を
、
国
内

で
初
め
て
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
技
術
は
、
新

薬
開
発
に
お
け
る
早
期
・

探
索
的
創
薬
シ
ス
テ
ム

の
モ
デ
ル
に
な
る
と
期

待
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｄ
治
験
は
、
本
格
的

な
臨
床
試
験
の
前
段
階

と
し
て
、「
も
し
毒
性
が

あ
っ
て
も
人
体
に
影
響

を
与
え
な
い
ほ
ど
」
微
量

（
マ
イ
ク
ロ
ド
ー
ズ
）
な

新
薬
候
補
物
質
を
、
健

康
人
に
投
与
し
て
体
内

で
の
動
き
を
調
べ
る
も

の
で
す
。

　

本
院
で
は
、
陽
電
子
を

放
出
す
る
放
射
性
同
位

元
素
を
新
薬
候
補
物
質

に
つ
け
る
こ
と
の
で
き

る
シ
ス
テ
ム
と
、
そ
れ
を

高
感
度
で
検
出
で
き
る

Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
を
開
発
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
高

感
度
か
つ
高
精
度
の
Ｐ

Ｅ
Ｔ
装
置
を
Ｍ
Ｄ
治
験

で
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
微
量
の
物
質
の
体

内
で
の
分
布
や
、
代
謝
、

排
泄
の
一
連
の
プ
ロ
セ

ス
を
視
覚
的
か
つ
定
量

的
に
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

に
よ
っ
て
、
効
果
や
副

作
用
の
予
測
が
容
易
に

な
り
、
治
験
期
間
が
短

縮
さ
れ
る
こ
と
で
コ
ス

ト
を
削
減
し
た
新
薬
開

発
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

海
外
の
製
薬
会
社
と

大
学
が
共
同
で
行
う
計

画
も
実
現
化
し
つ
つ
あ

り
、
新
薬
が
海
外
で
は

認
可
さ
れ
て
い
る
の
に

国
内
で
の
認
可
が
遅
れ

る
と
い
っ
た
ド
ラ
ッ
グ

ラ
グ
の
解
消
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ

－

Ｍ

Ｄ
技
術
を
用
い
て
、
健

国
内
国
内
初
の
臨
床
試
験（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ー
Ｍ
Ｄ
治
験
）を
実
施

を
実
施

新
薬
開
発
に
期
待

療
方
針
を
決
定
す
る
こ

と
、
及
び
医
療
の
質
向

上
の
た
め
に
昨
年
１０
月

１
日
付
け
で
病
理
診
断

平成25年日本難病医療ネットワーク学会賞 
第１回学術集会優秀ポスター賞を受賞

国産最古の顕微鏡を発見
第２回「分析機器・科学機器遺産」に認定

　

本
院
で
は
正
確
な
病

理
診
断
と
、
的
確
な
治

病理診断科病理診断科をを的
確
な
治
療
方
針
決
定
サ
ポ
ー
ト

地
域
医
療
に
も
貢
献

　昨年 11月9日、医事課（保健医療福
祉ネットワーク部・医療ソーシャルワーカー）
の福森優司主任が、「平成 25 年日本難
病医療ネットワーク学会賞 第１回学術集
会優秀ポスター賞」を受賞しました。
　この賞は、11月8日に行われた第１回
難病医療ネットワーク学会学術集会での
ポスター発表の中から、優れた発表者に
対して日本難病医療ネットワーク学会から
贈られるもので、学術集会終了後に大会
長より授与されました。

　医事課（医療安全係）の井上了主
任が発見した「田中式顕微鏡」（明
治 40 年頃）が、国産初の工業的に
量産された顕微鏡として、日本分析機
器工業会・日本科学機器協会から「分
析機器・科学機器遺産」に認定され
ました。
　井上さんは、平成 18 年に総合学術
博物館の特別展「『みる科学』 の歴
史――懐徳堂・中井履軒から超高圧
電子顕微鏡まで」に携わった際、国

前
に
救
命
救
急
講
習
な

ど
を
受
け
、
治
験
実
施

時
に
は
高
度
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
や
集
中
治
療

部
と
緊
密
な
連
携
が
と

れ
る
体
制
整
備
も
行
い

ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
相
試
験
実
施
を

担
う
未
来
医
療
開
発
部

と
と
も
に
、
本
院
一
体

と
な
っ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ

－

Ｍ

Ｄ
治
験
の
体
制
整
備
に

尽
力
し
た
核
医
学
診
療

科
の
畑
澤
順
教
授
は
「
本

院
の
シ
ス
テ
ム
は
、
日

本
の
早
期
・
探
索
的
創

薬
を
実
現
す
る
モ
デ
ル

と
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

開設開設

新
開
発
の
マ
イ
ク
ロ
ド
ー
ズ
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
と
畑
澤
教
授

専門スタッフが正確な病理診断を行う

科
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

が
ん
治
療
に
お
い
て

重
要
な
の
は
腫
瘍
が
悪

性
か
良
性
か
を
見
分
け

る
こ
と
、
そ
し
て
分
子
レ

ベ
ル
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で

抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
の

化
学
療
法
が
有
効
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
手
術
で
切
り

取
っ
た
が
ん
病
巣
の
組

織
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、

完
全
に
切
り
取
れ
た
か

ど
う
か
を
見
極
め
る
「
術

中
迅
速
診
断
」
が
、
治

療
の
質
を
高
め
る
う
え

で
最
も
重
要
で
す
。

　

本
院
に
は
病
理
専
門
医

５
名
の
ほ
か
、
専
門
医
を

目
指
す
医
師
も
多
く
在
籍

し
て
お
り
、
組
織
診
、
細

胞
診
あ
わ
せ
て
年
間
２
万

件
を
超
え
る
病
理
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
全
国
に
目
を

向
け
ま
す
と
病
理
医
不

足
は
深
刻
で
、
病
理
医

が
在
籍
し
て
い
な
い
施

設
も
多
く
あ
り
ま
す
。

病
理
医
の
い
な
い
施
設

で
も
、
内
視
鏡
検
査
で

患
者
さ
ん
の
組
織
を
採

取
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
病
理
診
断
を
行

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
施
設
で
は

病
理
診
断
を
外
部
に
委

託
す
る
な
ど
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
満
足

で
き
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

本
院
の
病
理
診
断
科

で
は
、
医
療
機
関
相
互

の
連
携
を
図
り
、
他
院

か
ら
の
病
理
標
本
の
診

断
、
ま
た
将
来
的
に
は

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利

用
に
よ
る
術
中
迅
速
診

断
も
行
う
予
定
で
す
。

　

森
井
英
一
科
長
は
「
文

書
の
や
り
取
り
だ
け
で

な
く
、
主
治
医
と
直
接

話
を
す
る
こ
と
で
、
よ

り
正
確
な
情
報
を
き
め

細
か
く
伝
え
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
地
域
医
療

の
質
向
上
の
た
め
尽
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
、
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
す
。

９
月
４
日
に
行
わ
れ
た

認
定
書
授
与
式

受賞した福森主任
産最古とされていたエムカテラ顕微鏡
（大正 3年）よりも古い国産顕微鏡の
記録に気づき、翌年には実物を発見し
て学会誌へ発表していました。
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演、中村人間科学研究科教授、ホーキン
ス国際公共政策研究科准教授の講演、内
閣官房健康・医療戦略室から吉田企画官、
MEJ（Medical Excellence JAPAN）か
ら北野業務執行理事、外務省国際協力
局から小沼国際保健政策室長の講演があ
り、いずれも本院の国際化にとって興味
深い内容の講演で、4月に設置された本
院国際医療センターの今後の活動の追い
風となるシンポジウムとなりました。

　

本
院
の
消
化
器
内
科
は

消
化
器
病
全
般
を
扱
っ
て

お
り
、大
き
く
は
「
肝
臓
」

「
胆
嚢
・
膵
臓
」「
食
道
か

ら
大
腸
ま
で
の
消
化
管
」

と
い
う
三
つ
の
領
域
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。「
肝
臓
」

で
は
肝
炎
と
肝
臓
が
ん
、

「
胆
嚢
・
膵
臓
」
で
は
膵

臓
が
ん
、「
消
化
管
」
で

は
消
化
管
が
ん
や
炎
症
性

腸
疾
患
な
ど
の
診
療
に
特

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
」

に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
や
リ
バ
ビ
リ

ン
に
よ
る
治
療
件
数
が

５
０
０
０
例
以
上
（
関
連

病
院
を
含
む
）
と
い
う
日

本
有
数
の
実
績
を
持
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
昨
年
１２
月

か
ら
は
シ
メ
プ
レ
ビ
ル
と

い
う
新
し
い
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
の
治
験
が
完
了
し
、
治

療
に
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
最
新
の
薬
に
よ

る
豊
富
な
治
療
経
験
か
ら

高
い
治
療
効
果
を
提
供
で

き
る
と
と
も
に
、
副
作
用

に
対
し
て
も
適
切
な
対
応

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
「
肝
臓
が
ん
」
に
つ
い

て
は
、
が
ん
の
進
行
度
と

肝
臓
の
持
つ
予
備
能
（
肝

機
能
が
ど
の
程
度
保
た
れ

て
い
る
か
）
に
配
慮
し
て

治
療
方
針
を
決
め
て
い
き

ま
す
。
代
表
的
な
治
療
と

し
て
、
内
科
的
な
ラ
ジ
オ

波
焼
灼
療
法
（
ラ
ジ
オ
波

を
発
す
る
針
を
挿
入
し
病

巣
を
死
滅
さ
せ
る
治
療

法
）、
外
科
的
な
肝
切
除
、

放
射
線
科
的
治
療
の
肝
動

脈
塞
栓
術
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
週
に
一
度
、
内
科
・

外
科
・
放
射
線
科
の
医
師

が
集
ま
り
、
患
者
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
治
療
方
針
に

つ
い
て
綿
密
に
議
論
し
て

い
ま
す
。
ま
た
議
論
の
結

果
肝
移
植
に
至
る
よ
う
な

症
例
も
あ
り
ま
す
。

　
「
膵
臓
が
ん
」
に
つ
い

て
は
、
ス
テ
ン
ト
（
管
腔

内
部
を
広
げ
る
機
器
）
を

挿
入
し
て
治
療
す
る
内
視

鏡
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、

抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
を
行

い
ま
す
。
診
断
が
難
し
く

治
療
法
も
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
早
期
発
見
の
た
め

の
基
礎
的
研
究
も
大
学
病

院
の
使
命
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
初
期
の
食
道
が
ん
・

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
」
な

ど
に
は
、
内
視
鏡
に
よ
る

粘
膜
下
層
剥
離
術
を
積
極

　新 66 期司法修習生 25 人と指導弁護士 5人が、医療安
全に関する講義の受講と病院見学のため、10 月 15日に
本院を訪れました。裁判官や検察官、弁護士などを目指
す司法修習生は、南正人手術部長と内山昭則集中治療部
副部長の案内により各部署を見学し、中島和江中央クオ
リティマネジメント部長から「阪大病院における医療安
全対策の実際」及び「有害事象調査に関する諸課題」に
ついて講義を受けました。参加者からは、▽医療現場の
見学を通じて阪大病院の安全対策の実際性を理解できた
▽医療安全に関する国内外の最新の知見が理解できた―
―などの感想をいただきました。

司法修習生25人が見学、受講

　本院が平成 5 年に吹田に
移転して以来、手術室は 18
室でした。しかし、手術数
は年間約 5,000 件から 9,000
件に増加し、臓器移植、内
視鏡手術、ロボット手術な

ど、手術の内容も大きく進化しています。手術待ち患者
さんへの対応、手術手技や手術教育のさらなる推進のた
め、この度、外来・中央診療棟 4階に新たに 2室増設し、
本院の手術室は計 20 室になりました。手術室への出入
口も 1カ所増やし、短時間での入替が必要な眼科手術の
入退室などが円滑に進むようになっています。今後は人
員の配置やソフト面の整備を進め、手術の一層の効率化
を図ってまいります。

　11 月 15 日、
グランフロント
大阪、ナレッジ
キャピタルにお
いて、本院未来
医療開発部国

際医療センター主催の第1回国際医療シ
ンポジウム「Go! Global!!」を開催しました。
　吉川病院長の開会の辞に始まり、澤国
際医療センター長、中田副センター長の講

カザフスタンから受講、見学
　10 月 28 日～ 31日の 4 日間に渡り、
カザフスタン共和国から医療関係者 21
名が本院を訪れ、講義受講と施設見学が
行われました。
　カザフスタンと日本の医療の違いから、
医療情報部、薬剤部、放射線部、臨床検
査部の見学では、検査のオートメーショ
ン化、電子カルテシステムに大変興味を

手術室を増設

　

入
退
院
セ
ン
タ
ー
か
ら

正
面
に
み
え
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョン
部
に
は
、
医
師・

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
・
言
語
聴
覚
士
が
所
属

患
者
さ
ん
の
負
担
少
な
い

患
者
さ
ん
の
負
担
少
な
い

優
し
い

優
し
い
最
新
医
療

最
新
医
療

日常生活に円滑適応日常生活に円滑適応
「思わず頑張れる」「思わず頑張れる」

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

増
加
傾
向
に
あ
る
「
炎
症

性
腸
疾
患
」に
関
し
て
は
、

潰
瘍
性
大
腸
炎
よ
り
、
難

治
性
の
ク
ロ
ー
ン
病
の
患

者
さ
ん
が
多
い
こ
と
が
本

院
の
特
徴
で
す
。
従
来
は

免
疫
抑
制
剤
や
抗
炎
症
剤

を
使
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は
新
し
い
生
物

学
的
製
剤
も
使
用
し
て
、

個
々
の
患
者
さ
ん
に
最
適

な
治
療
法
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
来
院
患
者
さ
ん

の
高
年
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
心
臓
や
腎
臓
の
疾
患

や
糖
尿
病
な
ど
他
の
病
気

を
抱
え
て
お
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
低

し
、
入
院
患
者
さ
ん
が
退

院
後
の
日
常
生
活
に
円
滑

に
適
応
で
き
る
よ
う
、
最

良
・
最
適
な
リ
ハ
ビ
リ
を

提
供
す
る
た
め
に
、
日
々

努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

特
定
機
能
病
院
で
あ
る

本
院
に
は
、
超
急
性
期
・

急
性
期
の
患
者
さ
ん
が
多

く
、
入
院
期
間
も
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
患

者
さ
ん
の
身
体
機
能
や
動

作
能
力
の
回
復
に
は
、
リ
ハ

ビ
リ
の
早
期
開
始
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
入
院

直
後
や
手
術
後
の
早
い
時

期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
が
開
始
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

病
状
が
安
定
し
な
い
、

あ
る
い
は
治
療
に
よ
る
副

作
用
等
の
理
由
で
病
室
か

ら
出
て
く
る
こ
と
が
で
き

な
い
患
者
さ
ん
に
は
、
各

療
法
士
が
病
棟
・
病
室
へ

行
き
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

病
状
が
安
定
し
、
制
限
が

な
く
な
れ
ば
、
１
階
に
あ

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

の
各
療
法
室
（
理
学
療
法

室
・
作
業
療
法
室
・
言
語

療
法
室
）
に
お
い
て
、
よ

り
高
度
な
リ
ハ
ビ
リ
を
積

極
的
に
行
って
い
き
ま
す
。

　

ま
た
病
棟
９
階
に
あ
る

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
専
従

の
理
学
療
法
士
を
配
置

し
、
看
護
師
と
と
も
に
専

門
的
な
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
２４
年
春

か
ら
は
、
病
棟
７
階
に
あ

る
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
に
も
リ

ハ
ビ
リ
専
門
チ
ー
ム
を
配

置
し
、
医
師
や
看
護
師
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
リ
ハ

ビ
リ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

病
棟
内
に
も
リ
ハ
ビ
リ

新診療科長ごあいさつ

このたび、大阪大学医学部附属病院循環器
内科長として新たに就任いたしました。当科
では、虚血性心疾患、不整脈、心不全などす
べての循環器疾患について、24時間体制で診
療を行っております。また日本全国から来ら
れる、重症心不全、重症不整脈、冠動脈複雑
病変をお持ちの患者さんに対しても、「我々
が日本の循環器医療の最後の砦である」とい
う使命感のもと丁寧に治療にあたっており
ます。今後も地域、そして日本の循環器医療
を守るべく、全力を尽くしてまいりたいと存
じます。よろしくお願い申し上げます。

（平成25年12月1日就任）　

●循環器内科長

坂
さか

田
た

 泰
や す し

史

侵
襲
治
療
が
主
流
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

肝
臓
が
ん
は
、
切
除
よ
り

ラ
ジ
オ
波
焼
灼
療
法
、
消

化
管
の
が
ん
は
内
視
鏡
的

治
療
を
選
択
す
る
な
ど
、

出
来
る
限
り
患
者
さ
ん
へ

の
負
担
が
少
な
い
優
し
い

医
療
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ホスピタル
ミニニュース
ホスピタル
ミニニュース

MINI NEWSHOSPITAL 

クリスマスコンサート
1 2 / 2 0

市⺠公開
フォーラム

1 2 / 2 1

医師が
サンタに

1 2 / 2 4

室
や
患
者
指
導
室
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
専
門
性
の

高
い
リ
ハ
ビ
リ
を
よ
り
早
期

か
ら
安
全
か
つ
無
理
の
な
い

範
囲
で
提
供
で
き
る
と
と

も
に
、
病
状
の
急
変
に
も

迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョン
部
で
は
患
者
さ

呼吸器センターでのリハビリの様子

ん
の
疾
患
や
病
状
に
合
わ

せ
て
、
常
に
最
良
・
最
適

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

　

橋
田
剛
一
技
師
長
（
副

医
療
技
術
部
長
）
は
、「
患

者
さ
ん
か
ら
『
し
ん
ど
か
っ

た
の
に
、
思
わ
ず
頑
張
って

し
ま
っ
た
よ
』
と
い
う
声
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
昨
年
１

入院患者さんの
「満足度 1位」

月
に
実
施
さ
れ
た
入
院
患

者
さ
ん
の
満
足
度
調
査
で

は
、
リ
ハ
ビ
リ
職
員
の
態
度

が
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

患
者
さ
ん
が
自
然
に
リ
ハ
ビ

リ
に
取
り
組
め
る
環
境
を

作
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と

語
って
い
ま
す
。

持たれ、「医療経済」「感染制御」「医療情報」
「周産期医療」「クオリティマネジメント」
等の講義においても多数の質問をされる
など、有意義な 4日間となりました。

ナレッジキャピタルで国際シンポジウム開催

病棟カンファレンスの様子


